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テーマ  

ネットメディアとどのように付 き合 っていくか、今 か

ら出 来 ることを考 えよう。  



１ 学校紹介 

本校は、上田市の中央に位置し、１９４７年上田市立中央小学校の併設中学校として開校しました。１９６０年に上田藩の藩校 

【明倫堂】があった現在の場所に移転し現在に至っています。 

学区は上田市立清明小学校・上田市立西小学校・上田市立塩尻小学校の三校。 

また、校訓である明倫の心 建学の精神（敬愛・窮理・実践）はそれぞれ 

敬愛（徳）自らを見つめ、他を思いやる二中生 

窮理（知）自ら学び､互いに高め合う二中生 

実践（体）自ら鍛え、体を大切にする二中生 

と、二中生のあるべき生徒像として昭和五十二年より規範とされている。 

 

２ テーマ設定の理由 

 スマホ等の保持率の増加や LINE が原因のいじめなど、ネットにまつわる社会問題が多く発生してきたため、平成３０年に携帯電話等に関す

る調査を行いました。調査項目及び結果は下記の通りです。 

Q１ 携帯電話・スマートフォンなどインターネットに接続可能な機器を持っていますか？ 

①持っている 182（67.2%）②家族と共用 63（23.2%）③持っていない 26（9.6%） 

Q２ いつから持っていますか？ ①小 1 より前 18（7.4%） ②小 1 10（4.1%） ③小 2 20（8.2%） ④小 3 20（8.2%）       

⑤小 4 29（11.9%）⑥小 5 28（11.5%）⑦小 6 54（22.2%）⑧中 1 44（18.1%）⑨中 2 16（6.6%） 

⑩中 3 4（1.6%） 

Q３ LINE・ツイッター・FacebookなどのＳＮＳを利用していますか？①利用している 124（54.9%）  

②利用していない 102（45.1%） 

Q４ LINEに友達として何人登録していますか？  ①～10人 45（34.9%）②～30人 40（31.0%）③～50人 22（17.1%） 

④～70人 8（6.2%）⑤～90人 4（3.1%）⑥～100人 6（4.7%）⑦100人以上 4（3.1%） 

Q５ LINEで日頃よくやりとりしている｢友だち｣の人数はどれくらいですか？  ①～5人 89（69.5%）②～10人 29（22.7%） 

②～15人 4（3.1%）④～20人 5（3.9%）⑤～25人 0（0%）⑥~30人 1（0.8%）⑦30人以上 0（0%） 

Q６  LINEで｢グループ｣に参加していますか？   ①参加している 107（87.7%） ②参加していない 15（12.3%）  

Q７ どのような｢グループ｣に参加していますか？ 

①学校 9（3.6%）②学年 46（18.3%）③学級 72（28.6%）④部活動 42（16.7%）⑤塾 8（4.1%） 

⑥その他 17（8.8%） 

Q８ LINE を１日平均どれくらい利用していますか？   ①～30分 58（48.3%）②～1時間 37（30.8%） 

③～1.5時間 13（10.8%）④～2時間 7（5.8%）⑤～2.5時間 2（1.7%）⑥3時間以上 3（2.5%） 

Q９ LINE を利用している中で嫌な思いをしたことはありますか？  ①ある 8（7.3%）②ない 101（92.7%） 

Q１０｢嫌な思い｣の内容とはどのようなものですか？      ①悪口･文句 4（44.4%）②馬鹿にされた 0（0%）③仲間外し 0（0%）

④無視された 3（33.3%）⑤ブロックされた 1（11.1%）⑥その他 1（11.1%） 

Q１１インターネットに接続できる機器に関して保護者と約束事はありますか？  ①ある 170（77.3%）②ない 50（22.7%） 

Q１２あなたの機器にフィルタリングはかかっていますか？  ①かかっている 159（70.4%）②かかっていない 67（29.6%） 

 



３ 生徒へのアンケートの結果から小学校からスマホや携帯を持っている。所有者の半数以上が LINEを行っ

ているなど、生徒の実態がわかりました。この結果を受けて 10 月の PTA 講演会ではスマホや SNS、ネットに

関連した演題にて現戸倉小の宮原明人校長先生にご講演をしていただきました。 

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 



 

４ 講演を聞いて、二中生の感想文から 

 

○このままではまずいと思いました。ゲームやスマホを肌身離さず持っています・・・テストの成績も下に落ち続け

ていて、テストとゲームのグラフを見たときは顔が青ざめました。・・・薬物はやらないし、たばこにもハマらない自信

を持っていたのですが、ゲーム依存と同じ物と聞いたときは一気に自信がなくなりました。・・・今は楽しいことがな

いからゲームをずっとしています。・・・この悪循環を直すためにどうにか考えてみたい。 

 

○私はネット依存ってほど使っていないけど、自分が気づいていないだけでネット依存なのかもしれない。 

 

○今日の話を聞いて｢少しでも減らさなければダメだ｣と思いました。・・・テスト前はなるべくやらないようにしてい

ますがやろうとしてしまっている自分がいます。・・・時間に制限をつけて勉強に専念できるようにしたいです。 

 

○これからは、ご飯のときやお風呂のとき、寝る前にはいじらないように心がけていきたい。・・・とりあえず宿題を

している最中は絶対にやらないと誓います。 

 

○これからはインターネットとずっと関わっていくので、しっかりと決まりを作り正しく使いたいです。 

 

５今後の課題  

 

生徒たちは講演を聞いたことで、相当の衝撃を受けそれぞれに、どうにかしたい・変えなければいけないと思って

いることは感想文から読み取ることができるが、その思いは持続できているか。 

 

我々自身がどのようにスマホと付き合いかつ、子どもに諭すことができるのか。 

 

  


